第１号議案
令　和　3　年　度（第22期）事　業　活　動　報　告　書　
　

はじめに
　平成12年11月、高齢化・少子化・過疎化が進行する中、高齢者や障がい者福祉の増進と、健全な子育て支援部門での活動を目的に、県内では１４番目の特定非営利活動法人として認証を得、「ＮＰＯ法人ほっと大東」として新たなスタートをしました。ここにきて盛んに叫ばれている「地域の課題は地域住民の力で」を文字通り実践して以来、２２年目を迎えた今日、介護保険事業をその活動の中心に置きながら、介護保険事業だけに埋もれること無く、地域貢献としてインフォーマル（法や制度に基づかない）な活動にも積極的に取組んできました。この間、行政、及び利用者やその家族の皆様はもとより、多くの関係者の皆様方の深いご理解とご協力に対し、改めて感謝の意を表するものです。
本年度は前年度に続き、すべての部門で新型コロナウイルスの影響下での運営が課題となりました。一部の職員家族や利用者家族に陽性者や濃厚接触者の発生が見られましたが、その都度現場での的確な対応がなされ、幸いなことにデイサービスにおいては新型コロナウイルスの影響による休業はありませんでした。
ただ年度末になってちゃれんじクラブの利用者に陽性者が出たことから、数日間ちゃれんじクラブの休園を余儀なくされたことは残念でした。ただしこの休園に至る過程で保健所や各関係機関との折衝や受けた指示については、今後への備えとして参考となるものでした。
　　　　
　以下、各部門毎に１年を振り返ります。
機関会議関係
（１）総　会
　・令和3度通常総会　３年６月１８日（金） 書面議決締め切り
　　議決書配布74名　回収率100％　賛成74名
　　議　題　令和2年度決算内容
（２）理　事　会
　　　　第１回　令和３年５月２８日(金)　　　18:30　～ 19:30　　於：デイサービスほっと
1 令和２年度収支決算報告
2 令和３年度通常総会の開催に向けて

3 その他
　　　　第2回　令和４年１月２１日(金)　　　18:30 ～  19:30　　於：デイサービスほっと
            ①　令和３年度中間財務状況について
　　　　　　②　次年度役員改選について
　　　　　　③　その他
　　　  第3回　令和４年５月１３日(金)　　　18:30 ～　19:30　　於：デイサービスほっと
　　　　　　①　令和３年度収支決算報告
　　　　　　②　役員改選について
　　　　　　③　その他
（３）監　査　会

令和　４年５月１２日（木）　　　於：ほっと大東
令和３年度決算についての監査
令和３年度事業実績及び収支実績
　本年度の、全部門の受託料・処遇改善加算金等を含む総事業収入総額は,前年度実績を591千円下回る211,861千円となりました。減収の要因は、通所介護事業の稼働率の伸び悩みによるものです。又、最終利益は、前年比1,552千円減の23千円となりました。
Ⅰ．介護保険事業
１）　居宅介護支援事業
年間の大半を介護支援専門員5名により対応、12月からは1名増員し年間2,002名、前年（2,179名）比177名増の利用者に対しサービス提供を行い､結果、年間報酬額は32,468千円、前年（34,343千円）比1,875千円の報酬減となりました。一方、雲南広域連合、雲南市地域包括支援センターからの受託業務については、合計年間受託料は2,057千円、前年（584千円）比1,473千円増となり、居宅介護支援事業全体での総収入額は34,525千円、前年（34,926千円）比401千円の減収となりました。
２）　通所介護事業
期末月の実利用者は前年比12名減の78名（ほっと43名・新庄35名）で、年間延利用者数は「ほっと」が6,048名, 前年（6,344名）比296名の減、「新庄」は4,874名、前年（4,903名）比29名の減のサービス提供となり、従って、介護報酬額も「ほっと」が51,600千円、前年（52,380千円）比780千円の減、「新庄」が42,633千円,で前年（42,102千円）比531千円の増で、合計報酬額は9,4233千円となり、前年（94,482千円）比249千円の減収となりました。
３）　予防通所介護事業
期末月の実利用者は、ほっとは26名・新庄は9名、年間延利用者は「ほっと」が1,813名、前年（1,459名）比354名の増、一方、新庄は552名で、前年（508名）比44名の増となりました。年間報酬額は「ほっと」が9,387千円、前年（7,860千円）比1,527千円の増収となりました。「新庄」は、3,054千円、前年（2,621千円）比433千円の増収となりました。合計報酬額は12,441千円となり、前年（10,481千円）比1,960千円の増収となりました。
　従って通所介護全体の総介護報酬額は「デイサービスほっと」が60,987千円、前年（60,240千円）比741千円の増、「デイサービス新庄」は45,687千円で前年(44,723千円)比964千円の増となり、計前年比1,711千円とわずかながら増収となりました。
参考　（通所介護＋予防通所）　（日曜日稼動を除く）
　　１日当り平均利用者　～　「デイほっと」　25.4人　　「デイ新庄」　　17.6人
稼　働　率　　　　　～　「デイほっと」　84.6％　　　「デイ新庄」　　58.7％
期末月平均介護度　　～　「デイほっと」　1.91　　　　「デイ新庄」　　2.29
「ほっと」は80％を超える稼働率となりましたが、要支援の利用者増加による一面もあり、収益への影響は限定的なものでした。また「新庄」については稼働率の伸び悩みが変わらぬ課題となっています。
４）　認知症対応型通所介護事業
期末月現在の利用者が15名（前年比1名増）、年間延利用者は2,070名、前年（2,182人）比112名の減となり、介護報酬額は26,894千円、前年（27,361千円）比467千円の減収となりました。１日当たり平均利用者は6.7人、稼働率は56％（前年度59％）となり、稼働率の改善が喫緊の課題となっております。
期末月平均介護度は3.27でした。　
尚、「運営推進会議」は新型コロナの影響により参集しての会議が開けず、前期・後期の２回ともメンバーに対して文書による報告に留めました。
結果、認知症対応型を含む通所介護事業全体での期末月現在の利用者は、前年比11名減の

128名でしたが、年間延べ利用者は39名減の15,357名となり、食事代（9,155千円）及び介護職員処遇改善加算金（11,205千円）を含む総収入額は前年比1,358千円増の156,756千円となりました。
Ⅱ.　雲南市の総合事業　「サロンほっと」

雲南市の委託を受け、引続き大木原公民館において毎週火曜日に開設（年間48回）。
年度末利用者は15名、延べ579名の参加（前年比72名の増）を得て行いました。受託料を含む総収入額は2,462千円となりました。
Ⅲ．その他の事業
１）　ミニデイサービス
開催日は年間46回、延べ938名の参加、（前年比159名の増）、年間収入額は1,159千円、前年（941千円）比218千円の増収となりました。
２）　福祉有償移送サービス　　
年間出動回数は、370回、前年（363回）比7回の増となり、運行寄付収入額は537千円、前年比12千円の減収となりました。
尚、平成18年9月、市の運営協議会の承認を得、更に陸運局の登録を行い、翌10月より本格的に活動以来、今日までの総出動回数は、14,047回、走行距離は131,442ｋｍとなっております。この間、無事故、無違反での実績は、何にも変えがたい大きな誇りであり、改めて感謝申し上げます。
３）　助け合い活動
通院介助、付添、掃除、食事の世話等のサービスを行い、その収入額は、前年比微増の年間153千円(前年175千円)となりました。
４）　子育て支援部門　　　　　
①　雲南市の放課後児童対策事業「ちゃれんじクラブ」
町内２つの小学校から年間延利用者は9,138名、前年（7,129名）比2,009名増の参加
でした。利用料は、前年比26千円減の1,259千円となり、受託料14,041千円を含めた総収入額は前年度比1,485千円増の15,300千円となりました。
2 　預かり保育（認定子ども園児）
平成２９年度より、大東幼稚園が認定子ども園に移行されたことに伴い、その補完業務として取り組んでおりますが、年間の利用者は延べ74名、利用料も47千円止まりでした。
以上、事業収入全体では、前年比1,160千円増の206,978千円となりました。
事業収入以外の収入では、会費146千円、寄付金86千円、補助金3,682千円、雑収入969
千円を計上、総収入額は前年比591千円減の211,861千円となりました。　　　　　　　　　　一方、支出面では、人件費が前年比3,056千円増の163,926千円、その他の経費は前年比
1,917千円減の47,475千円で、経費全体では前年比1,139千円増の211,401千円となり、事
業収支差額は461千円、事業外収入支出を差引した最終収益金は23,427円となりました。
　前年の最終収益1,575,444円に比して1,552,017円マイナスと大幅な減収となりました。
　又、介護職員処遇改善加算については年間9,106千円、特定処遇改善加算は年間2,115千円の受領となりましたが、正職員の定期昇給の他、新設した特定処遇手当や賞与（年２回）として支給しました。
部門別の収支については、依然として通所介護事業所の収支状況が厳しい状況が続いています。要支援の利用者の増加は見受けられるものの、通所介護の利用者減少が収支を圧迫する結果となりました。
